
高
取
川
と
曽
我
川
に
挟
ま
れ
慈
明
寺
町
の
北
に
位
置
す
る
当
地
名
は
、
江
戸
幕
府
が
元
禄
一
五
（
一

七

二
）
年
に
作
っ
た

元
禄
郷
帳

と
い
う
、
全
国
の
村
名
と
生
産
高
（
村
高
）
を
書
き
出
し
た
帳

簿
に
初
登
場
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に

慈
明
寺
村
枝
郷

分
村

と
注
記
の
あ
る
こ
と
か
ら
当
時
の
寺
田
村
は
、
元
禄
郷
帳
が
作

ら
れ
る
ま
で
の
元
禄
年
間
に
慈
明
寺
村
か
ら
分
村
・
独
立
し
て
生
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
寺
田

村
は
以
後
、
明
治
時
代
ま
で
独
立
し
た
農
村
と
し
て
生
き
続
け
ま
す
。

明
治
一
五
年
ご
ろ
の
戸
数
が
二
三
戸
（
町
村
誌
集
）
で
、
同
一
七
年
の
主
産
物
が
米
・
裸
麦
・
ぶ
ど

う
・
実
綿
・
あ
い
葉
な
ど
（
農
産
物
取
調
表
）
で
し
た
。
そ
し
て
明
治
二
二
年
の
町
村
合
併
に
伴
い
真

菅
村
大
字
と
な
り
、
大
正
時
代
を
経
て
昭
和
の
世
を
迎
え
て
い
ま
す
。
昭
和
三
一
年
二
月
に
橿
原
市
へ

編
入
さ
れ
同
年
一

月
か
ら

橿
原
市
寺
田
町

と
な
り
ま
し
た
。

慈
明
寺
村
か
ら
独
立
・
分
村
し
た
古
い
歴
史
を
物
語
る
よ
う
に
、
慈
明
寺
町
に
鎮
座
す
る
天
神
社

（
慈
明
寺
隣
）
が
寺
田
町
の
鎮
守
様
で
す
。
ま
た
、
同
町
の
南
端
を
国
道
一
六
五
号
大
和
高
田
バ
イ
パ

ス
が
横
切
っ
て
走
っ
て
い
ま
す
。
バ
イ
パ
ス
か
ら
南
阪
奈
道
路
を
経
て
や
が
て
、
関
西
国
際
空
港
と
直

結
す
る
予
定
で
す
。

関
西
国
際
空
港
と
直
結
へ


